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令和７年度 学校教育目標 
 

（１）学校教育目標 

  「 支え合い、学び合い、伸ばし合う 」 

                                            
（２）藤野のめざす子供像 

  「主体的に考え、行動できる子ども」 

  育成したい基礎的・汎用的能力 「つながる力」「自律する力」 

    ・自分から関わったり、自ら課題を見つけて解決しようとしたりする力を伸ばす 
 
（３）めざす学校像 

  ○ 安心して生活でき、地域・保護者に信頼され、共に育つ学校 

○ 主体的、対話的で深い学びが保障され、確かな学力が身につく学校   

○ 生徒が中心となって活動し自己肯定感を高めることのできる学校 
 
（４）めざす教職員像 

  ○生徒と共に感動を分かち合う、情熱をもった人間味あふれる教職員 

  ○常に自己研鑽に努め、生徒の学ぶ意欲を引き出す教職員 

  ○チーム藤野の下、生徒が主役の学校運営を推進する教職員 

  ○地域や社会に開かれた学校を大切にし、地域と共に歩む教職員 
 
（５）めざす生徒像 

〇相手も自分も大切にした温かいく、やわらかな関わりを築こうとする生徒 

    仲間を思いやり、聴き合い・話し合える人になろう 

〇仲間とともに、自ら学び、考え行動（対応）できる力をもった生徒 

      自ら考え判断・決定し、解決に向けて行動できる人になろう。 

〇「しなやかで強い心」をもった生徒（わからない・教えてが言える・粘り強さ・ 

最後まであきらめない・自己理解・自己受け入れの土台づくり） 

「わからない」「教えて」と言え、学び合える人になろう 

〇多様性の理解と受け入れ、コミュニケーションがとれる生徒 

学んだことを、自分の言葉で豊かに表現できる人になろう 

〇他者や地域に貢献できる生徒、しようとする生徒 
       自分のために、誰かのために行動できる人になろう 
 
（６）本年度の重点目標 

 
    自立（律）心・主体性の醸成 
 

 ＊実社会につながる学びへの進化 

１ セルフ･マネジメント能力の育成（見通しをもって主体的に考え、実践する生徒） 

➀夢を語り自身の未来を描ける生徒の育成を図る。 

・自身のｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝを描ける支援とキャリア教育の推進 

・地域連携による地域人材を活用した職業意識の啓発 

・連続的な学びと育ちを重視した幼保小中一貫教育の推進 

➁特別活動による自己有用感の醸成を図る。 

・特別活動と連携した自律的生活リズムの構築 

・自己判断･自己決定の啓発と場面設定の保障 

・困難に直面しても粘り強く取り組むことができる健康で安全な生活の保障 
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２ 個に応じた確かな学びの保障（学びを自己調整できる生徒） 

（自己や他者、教材との対話を通して、学びを深める生徒） 

➀校内研究を生かし、「めざす資質・能力」の育成、「主体的に学び合う授業づくり」を推

進する。 

・「つなぐ・もどす」を意識し、対話的な深い「学び合い」の授業公開と相互参観の推

進（同僚性） 

・「個別最適な学び・協働的な学び」の一体的な充実を図り、一人一人の生徒を主語に

する授業づくり 

・スタートとゴールを意識した授業づくり 

➁個に応じたきめ細かい指導･支援を展開する。（支援教育の充実）・       

・授業と評価の一体化を図り、評価が次の学びや学習意欲の向上につながる授業の工夫 

・学習環境の整備（学年エリアを学習室として使用・自主学習用具の工夫） 

・コミュニケーションスキルと表現力向上の支援 

・「Step Room」の活用と支援体制の有機的連携 

 

３  命を大切にし、多様性を認め合える人間関係の構築（仲間を大切にできる生徒） 

① いじめを許さない正義と思いやりを基盤とした集団作りを推進する。 

・共通理解に基づいた組織的な支援と指導体制の構築  

・思いやりを基盤とし、聴き合い話し合える集団づくり 

（「思いやりスローガン」づくり） 

・生活、行事、学習の場面での異学年交流の充実 

② 自治的能力を高める生徒会活動の活性化を図る。 

・生徒会本部生徒を中心としたよりよい環境づくり（藤中未来会議の継続） 

・PDCAサイクルに則った生徒会活動の支援（みそあじタイムや定例の専門委員会等） 

・藤中祭等、生徒会行事を通したリーダーの育成 

③ 地域社会に役立つ活動の支援と充実を図る。 

・自己有用感を育むボランティア活動の推進（他者や地域へ貢献） 

・地域教育力の活用と、地域への発信力の強化 

 

 

 

 

 

 

 （６）各学年の目標 

 ◇１学年の目標 

    「基本的な学習習慣を身に付けさせ、わかる楽しさを感じさせる」 

  「互いを思いやり、理解を深め、安心して生活できる仲間づくりを進める」 
 
  ＜目指す生徒の姿＞ 

①「学習の大切さ」を認識し、「自分の能力、特性」を正確に捉え、互いに協力して
学び合い・伸ばし合うとともに、家庭学習を含め、自分の学習基本スタイルを身に
つけることができる。 

    ②しっかりとした態度で授業に臨み、学習課題に向かい計画的・意欲的に学習するこ
とができる。 

    ③新しい出会いの中で、生徒一人一人が互いの違いを知り、良さを見つけ合い、共に
活動する中で安心して生活できる、より良い集団づくりを目指すことができる。 

    ④身近に起こる課題に気付き、その解決に向け、支え合い・学び合う学習を通して、
互いに向上しようとする意識をもって話し合うことができる。 

    ⑤学級内の生活で他者を思いやり、自分らしさを出しながら、互いに認め合い協力す
ることができる。 
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    ◇２学年の目標 

     「自主的に学習する姿勢を身に付けさせ、学ぶことの大切さを理解させる」 

   「信頼関係を深め、互いに協力し合える仲間づくりを進める」 
 
  ＜目指す生徒の姿＞ 
    ①｢学習の大切さ｣を認識し、｢自分の能力、特性｣を正確に捉え，互いに協力して学び

合い・伸ばし合うとともに、自分に適した学習スタイルを工夫することができる。 
    ②学習のめあてを持って授業に臨み、自主的･意欲的に学習することができる。 
    ③生徒一人一人が存在感をもち、集団における役割と責任を自覚して努力し、協力す

る中で互いに信頼できる、より質の高い集団づくりを目指すことができる。 
    ④学年等で起こる様々な課題に気付き、互いを尊重し、学び合う姿勢をもって話し合

うことができる。 
    ⑤自分や友達のよさを理解し、仲間への感謝や思いやりの心をもち、相手の立場を理

解しながら協力して取り組み、物事を達成する喜びを知ることができる。 
 

  ◇３学年の目標 

      ｢効果的な学習方法を身に付けさせ、目的を持って学習することの大切さを理解させる」 

   「学校のリーダーとして、公正な判断ができ、互いを高め合える仲間づくりを進める」 
 
  ＜目指す生徒の姿＞ 

 ①｢学習の大切さ｣を認識し、｢自分の能力、特性｣を正確に捉え、互いに協力して学び
合い・伸ばし合うとともに、自分の学習スタイルを確立し学習することができる。 

    ②適切な進路選択に向け、目的を持って授業に臨み、意図的・意欲的に学習すること
ができる。 

    ③生徒一人一人が学校のリーダーとしての自覚を持ち、他学年と協働する中で様々な
教育活動に取り組み、民主的・自治的で、まとまりのある生徒集団づくりを目ざす
ことができる。 

       ④学級、学年を問わず学校生活における様々な課題に気づき、民主的・組織的に解決
しようと話し合うことができる。 

    ⑤様々な人間関係を通して、自己の確立ができるようになるとともに、広く他者を理
解する気持ちが育ち、一般社会への適応力を身に付けることができる。 

 

  ◇特別支援学級（ふじ学級）の目標 

   「生徒の障がいや特性を把握し、それに応じた個性や能力の伸長を図る」  
 ①生徒一人ひとりの障がいや特性を把握し、将来を見通す中で、それぞれに適した個 
   別の教育計画書・個別の指導計画を作成し、きめ細かく実践する。 
 ②保護者の願いや考えを正しく受け止めて話し合い、共通理解を図る。 
 ③交流級の活動を通して、集団の一員としての自覚を育てる。 
 ④将来の生活自立に向けて、必要な習慣や作業技術が身に付くよう支援する。 
 ⑤地域や他校・特別支援学校、その他の関係機関等との様々な交流や連携を通して、 
  楽しく充実した生活を送ることができるよう支援する。 
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